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（別紙） 

イ号物件説明書 

 

 イ号物件（ＲＳ－１５）の構造 

(1) 全体構造 

ア イ号物件は，以下の図１に示す全体構造を有している。 

【図１：ＲＳ－１５の縦断面図】 

 

イ イ号物件は，フロントハウジング１０，フロント側シリンダブロック２０，

リヤ側シリンダブロック３０，リヤハウジング４０等が組み合わされた構造で

あり，フロント側シリンダブロック２０及びリヤ側シリンダブロック３０に設

けられたシャフト用孔２１，３１にシャフト５０が回転可能に支持されている。 

 シャフト５０には，斜板５１のボス部５１ｂが圧入され，シャフト５０と斜

板５１とが一体化されている。斜板５１は，斜板５１のボス部５１ｂの前後で
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シャフト５０に挿嵌された一対のフロント側スラスト軸受７０及びリヤ側スラ

スト軸受８０を介して，フロント側シリンダブロック２０及びリヤ側シリンダ

ブロック３０の間に配置されている。ここで，斜板５１は，フロント側シリン

ダブロック２０とリヤ側シリンダブロック３０との間の斜板室９４に回転可能

に配置されている。斜板５１の板状部５１ａには，各対のシュー６１を介して

各ピストン６０が係合されている。 

 各ピストン６０は，フロント側及びリヤ側シリンダブロック２０，３０のシ

ャフト用孔２１，３１の周囲に設けられた五つのシリンダボア２２，３２内に，

前後に往復移動可能な状態で収容されている。 

ウ 図１の状態では，図示されたピストン６０はフロント側弁ユニット１１近傍

に配置されており，そのピストン６０の後面，リヤ側シリンダブロック３０の

シリンダボア３２及びリヤ側弁ユニット４１によって圧縮室３４が区画されて

いる。圧縮室３４にはシャフト用孔３１に連通するリヤ側通路３３が開口して

いる。 

 ピストン６０が後側に移動することにより，圧縮室３４の容積が減少すると

ともに，ピストン６０の前面，フロント側シリンダブロック２０のシリンダボ

ア２２及びフロント側弁ユニット１１によって区画される圧縮室２４の容積が

増大する。圧縮室２４にはシャフト用孔２１に連通するフロント側通路２３が

開口している。 

 シャフト５０には，斜板５１よりも前側に設けられたフロント側開口５２と，

斜板５１よりも後側に設けられたリヤ側開口５３とが形成され，シャフト５０

及び斜板５１のボス部５１ｂには，斜板５１の板状部５１ａの前側と後側とに

それぞれ斜板室９４に開口したボス部穴５４が形成され，それらはシャフト内

通路５７によって相互に連通している。 

 シャフト５０のフロント側開口５２は，フロント側シリンダブロック２０の

シャフト用孔２１内において，フロント側通路２３が設けられた領域に配置さ
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れる。シャフト５０のリヤ側開口５３は，リヤ側シリンダブロック３０のシャ

フト用孔３１内において，リヤ側通路３３が設けられた領域に配置される。図

１においては，フロント側開口５２は，フロント側シリンダブロック２０のフ

ロント側通路２３とは連通しておらず（但し，他のシリンダボア３２のフロン

ト側通路２３とは連通している），リヤ側開口５３とリヤ側シリンダブロック

３０のリヤ側通路３３とが連通しており，圧縮室３４は，リヤ側通路３３，リ

ヤ側開口５３を介して，シャフト内通路５７と連通している。 

(2) ラジアル軸受構造 

 シャフト用孔２１，３１は，シリンダブロック２０，３０にそれぞれ直接形成

されており，内部には別の部材は設けられていない。 

 図１に示すように，シャフト５０の前側の外周面と，フロント側シリンダブロ

ック２０のシャフト用孔２１の内周面とは回動可能に摺接しており，シャフト５

０の前側は，シャフト用孔２１を介してフロント側シリンダブロック２０によっ

て直接支持されている。また，シャフト５０の後側の外周面と，リヤ側シリンダ

ブロック３０のシャフト用孔３１の内周面とは回動可能に摺接しており，シャフ

ト５０の後側は，シャフト用孔３１を介してリヤ側シリンダブロック３０によっ

て直接支持されている。 

 シャフト５０の外径は平均１９．００３ｍｍ，シャフト用孔２１，３１の内径

は平均１９．０３３ｍｍ，シャフト５０とシャフト用孔２１，３１との隙間は平

均０．０３ｍｍ（３０μｍ）である。 

(3) スラスト軸受構造 

 シャフト５０及び斜板５１は，フロント側スラスト軸受７０及びリヤ側スラス

ト軸受８０を介してフロント側シリンダブロック２０及びリヤ側シリンダブロッ

ク３０の間に配置されている。具体的には，下に引用する図５に示すように，フ

ロント側シリンダブロック２０のフロント側端面２６と斜板５１の環状凸部５１

ｃとの間に，第１の円環部材７１，コロ７２及び第２の円環部材７３から構成さ
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れるフロント側スラスト軸受７０が介在している。また，リヤ側シリンダブロッ

ク３０のリヤ側端面３６と斜板５１の環状凸部５１ｄとの間に，第１の円環部材

８１，コロ８２及び第２の円環部材８３から構成されるリヤ側スラスト軸受８０

が介在している。 

【図５：スラスト軸受部分の拡大図】 

 

 表２は，フロント側シリンダブロック２０のフロント側端面２６の内径及び外

径，フロント側スラスト軸受７０の内径及び外径並びに斜板５１の環状凸部５１

ｃの内径を測定した測定結果である。 
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構成 諸元 寸法 幅 

フロント側端面２６  

 

内径（ｍｍ） Φ19.8 2.35 

(T1) 外径（ｍｍ） Φ24.5 

フロント側スラスト軸受７０ 

 

内径（ｍｍ） Φ19.2 6.90 

(T2) 外径（ｍｍ） Φ33.0 

斜板５１の環状凸部５１ｃ  内径（ｍｍ） Φ27.0   

【表２】 

 

 表２に示すように，フロント側スラスト軸受７０の前面は，内径１９．８ｍｍ

から外径２４．５ｍｍまでの円環状の領域でフロント側シリンダブロック２０の

フロント側端面２６と接している。また，フロント側スラスト軸受７０の後面は，

内径２７．０ｍｍよりも外側の領域で斜板５１の環状凸部５１ｃと接している。 

 このように，フロント側シリンダブロック２０のフロント側端面２６の外径

（２４．５ｍｍ）よりも，斜板５１の環状凸部５１ｃの内径（２７．０ｍｍ）の

方が大きい。 

(4) 運転時における作用 

ア 下に引用する図６は，イ号物件の運転時における作用を説明する図であり，

（Ａ）は図１と同じ状態，（Ｂ）及び（Ｃ）は（Ａ）を基準として，シャフト

５０が９０°及び１８０°回転した状態を示し，冷媒ガスの主な流れを青色の

矢印で示している。 
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【図６：運転時における作用を説明する図】 

 

イ まず冷媒ガスは，図示しない冷媒供給部を通じて，外部から斜板室９４に供

給される。斜板室９４に供給された冷媒ガスは，両ボス部穴５４等を介してシ

ャフト５０内のシャフト内通路５７に流入する。 
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 図６（Ａ）の状態では，図示されたピストン６０はフロント側弁ユニット１

１近傍に配置されており，ピストン６０の後側の圧縮室３４に連通したリヤ側

通路３３は，シャフト５０のリヤ側開口５３に連通されている。このため，シ

ャフト５０のシャフト内通路５７に供給された冷媒ガスは，リヤ側開口５３と

リヤ側通路３３とを介して，リヤ側シリンダブロック３０における圧縮室３４

に供給される。 

 次に，図６（Ｂ）に示すように，シャフト５０が９０°回転すると，斜板５

１も回転することにより，ピストン６０が後側に移動する。ピストン６０が後

側に移動することにより，ピストン６０の前側の圧縮室２４はシャフト用孔２

１に連通するフロント側通路２３が連通する。シャフト５０が回転することに

より，シャフト５０のフロント側開口５２がフロント側通路２３と重なるよう

に回転し，圧縮室２４に連通したフロント側通路２３とフロント側開口５２と

が連通する。このため，シャフト５０のシャフト内通路５７に供給された冷媒

ガスは，フロント側開口５２とフロント側通路２３とを介して，フロント側シ

リンダブロック２０における圧縮室２４に供給される。 

 一方，リヤ側シリンダブロック３０の圧縮室３４に連通したリヤ側通路３３

については，図６（Ａ）の状態では，シャフト５０のリヤ側開口５３と連通し

ていたが，シャフト５０の回転によりリヤ側開口５３が移動して連通が解除さ

れ，シャフト５０の外周面によってリヤ側通路３３は塞がれている。このため，

圧縮室３４内の冷媒ガスは圧縮される。 

 さらに，図６（Ｃ）に示すように，シャフト５０が１８０°まで回転すると，

ピストン６０がリヤ側弁ユニット４１近傍まで移動する。ピストン６０の移動

によってフロント側シリンダブロック２０の圧縮室２４は，シャフト５０のフ

ロント側開口５２と連通されたまま容積が増大する。一方，リヤ側シリンダブ

ロック３０の圧縮室３４は，シャフト５０の外周面によってリヤ側通路３３が

塞がれたまま容積が減少する。圧縮室２４は，シャフト５０のフロント側開口
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５２と連通されたまま容積が増大するので，シャフト５０のシャフト内通路５

７から圧縮室２４に冷媒ガスが供給される。 

 図６（Ｂ）から図６（Ｃ）の状態に至る過程で，圧縮室３４内で圧縮された

冷媒ガスは，リヤ側弁ユニット４１に設けられた吐出弁４１ａを押し開けて後

側の吐出室４０ａへ吐出される。 

 シャフト５０がさらに回転すると，ピストン６０は前側に移動し，３６０°

回転すると，図６（Ａ）の状態となる。ピストン６０が前側に移動する際には，

後側の圧縮室３４に連通したリヤ側通路３３は，リヤ側開口５３と連通した状

態となり，冷媒ガスが圧縮室３４に供給される。また，前側の圧縮室２４に連

通したフロント側通路２３は，フロント側開口５２との連通が解除され，シャ

フト５０の外周面によって塞がれる。このため，フロント側通路２３が塞がれ

た状態で圧縮室２４内の冷媒ガスを圧縮し，圧縮室２４内の冷媒ガスは吐出弁

１１ａを押し開けて前側の吐出室１０ａへ吐出される。 

ウ 上記運転において，ピストン６０が後側に移動する行程（図６（Ａ）から図

６（Ｃ）に至る行程）は，前側の圧縮室２４においては冷媒ガスが吸入される

吸入行程に該当し，後側の圧縮室３４においては冷媒ガスを圧縮し，吐出室４

０ａへ吐出する吐出行程に該当する。これに対し，上記運転において，ピスト

ン６０が前側に移動する行程（図６（Ｃ）から図６（Ａ）に至る行程）は，後

側の圧縮室３４においては冷媒ガスが吸入される吸入行程に該当し，前側の圧

縮室２４においては冷媒ガスを圧縮し，吐出室１０ａへ吐出する吐出行程に該

当する。 

 シャフト５０のフロント側開口５２及び外周面は，シャフト５０の回転に応

じて，各圧縮室２４に連通したフロント側通路２３とシャフト内通路５７とを

間欠的に連通し，各圧縮室２４への冷媒ガスの吸入量を調整するものであるか

ら，各圧縮室２４に対する回転弁として機能する。また，シャフト５０のリヤ

側開口５３及び外周面は，シャフト５０の回転に応じて，各圧縮室３４に連通
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したリヤ側通路３３とシャフト内通路５７とを間欠的に連通し，各圧縮室３４

への冷媒ガスの吸入量を調整するものであるから，各圧縮室３４に対する回転

弁として機能する。 

 圧縮室３４の吐出行程において，圧縮室３４内の冷媒ガスが圧縮されること

によって，リヤ側弁ユニット４１に設けられた吐出弁４１ａが押し開けられて

冷媒ガスが吐出されるが，ピストン６０には，ピストン６０が移動する方向と

は反対（前）向きの圧縮反力Ｆが作用する（図６（Ｃ））。また，圧縮室２４

の吐出行程において，圧縮室２４内の冷媒ガスが圧縮されることによって，フ

ロント側弁ユニット１１に設けられた吐出弁１１ａが押し開けられて冷媒ガス

が吐出されるが，ピストン６０には，ピストン６０が移動する方向とは反対

（後）向きの圧縮反力Ｆが作用する（図６（Ａ））。このように，吐出行程に

おいて，かかる圧縮反力Ｆは，すべてのシリンダボア２２，３２内のピストン

６０に作用する。 

以 上 
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（別紙） 

ロ号物件説明書 

 

 ロ号物件（ＲＳ－１３）の構造 

(1) 全体構造 

ア ロ号物件は，以下の図１に示す全体構造を有している。 

【図１：ＲＳ－１５の縦断面図】 

 

イ ロ号物件は，フロントハウジング１０，フロント側シリンダブロック２０，

リヤ側シリンダブロック３０，リヤハウジング４０等が組み合わされた構造で

あり，フロント側シリンダブロック２０及びリヤ側シリンダブロック３０に設

けられたシャフト用孔２１，３１にシャフト５０が回転可能に支持されている。 

 シャフト５０には，斜板５１のボス部５１ｂが圧入され，シャフト５０と斜

板５１とが一体化されている。斜板５１は，斜板５１のボス部５１ｂの前後で
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シャフト５０に挿嵌された一対のフロント側スラスト軸受７０及びリヤ側スラ

スト軸受８０を介して，フロント側シリンダブロック２０及びリヤ側シリンダ

ブロック３０の間に配置されている。ここで，斜板５１は，フロント側シリン

ダブロック２０とリヤ側シリンダブロック３０との間の斜板室９４に回転可能

に配置されている。斜板５１の板状部５１ａには，各対のシュー６１を介して

各ピストン６０が係合されている。 

 各ピストン６０は，フロント側及びリヤ側シリンダブロック２０，３０のシ

ャフト用孔２１，３１の周囲に設けられた五つのシリンダボア２２，３２内に，

前後に往復移動可能な状態で収容されている。 

ウ 図１の状態では，図示されたピストン６０はフロント側弁ユニット１１近傍

に配置されており，そのピストン６０の後面，リヤ側シリンダブロック３０の

シリンダボア３２及びリヤ側弁ユニット４１によって圧縮室３４が区画されて

いる。圧縮室３４にはシャフト用孔３１に連通するリヤ側通路３３が開口して

いる。 

 ピストン６０が後側に移動することにより，圧縮室３４の容積が減少すると

ともに，ピストン６０の前面，フロント側シリンダブロック２０のシリンダボ

ア２２及びフロント側弁ユニット１１によって区画される圧縮室２４の容積が

増大する。圧縮室２４にはシャフト用孔２１に連通するフロント側通路２３が

開口している。 

 シャフト５０には，斜板５１よりも前側に設けられたフロント側開口５２と，

斜板５１よりも後側に設けられたリヤ側開口５３とが形成され，シャフト５０

及び斜板５１のボス部５１ｂには，斜板５１の板状部５１ａの前側と後側とに

それぞれ斜板室９４に開口したボス部穴５４が形成され，それらはシャフト内

通路５７によって相互に連通している。 

 シャフト５０のフロント側開口５２は，フロント側シリンダブロック２０の

シャフト用孔２１内において，フロント側通路２３が設けられた領域に配置さ
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れる。シャフト５０のリヤ側開口５３は，リヤ側シリンダブロック３０のシャ

フト用孔３１内において，リヤ側通路３３が設けられた領域に配置される。図

１においては，フロント側開口５２は，フロント側シリンダブロック２０のフ

ロント側通路２３とは連通しておらず（但し，他のシリンダボア３２のフロン

ト側通路２３とは連通している），リヤ側開口５３とリヤ側シリンダブロック

３０のリヤ側通路３３とが連通しており，圧縮室３４は，リヤ側通路３３，リ

ヤ側開口５３を介して，シャフト内通路５７と連通している。 

(2) ラジアル軸受構造 

 シャフト用孔２１，３１は，シリンダブロック２０，３０にそれぞれ直接形成

されており，内部には別の部材は設けられていない。 

 図１に示すように，シャフト５０の前側の外周面と，フロント側シリンダブロ

ック２０のシャフト用孔２１の内周面とは回動可能に摺接しており，シャフト５

０の前側は，シャフト用孔２１を介してフロント側シリンダブロック２０によっ

て直接支持されている。また，シャフト５０の後側の外周面と，リヤ側シリンダ

ブロック３０のシャフト用孔３１の内周面とは回動可能に摺接しており，シャフ

ト５０の後側は，シャフト用孔３１を介してリヤ側シリンダブロック３０によっ

て直接支持されている。 

 シャフト５０の外径は平均１９．００５ｍｍ，シャフト用孔２１，３１の内径

は平均１９．０３０ｍｍ，シャフト５０とシャフト用孔２１，３１との隙間は平

均０．０２５ｍｍ（２５μｍ）である。 

(3) スラスト軸受構造 

 シャフト５０及び斜板５１は，フロント側スラスト軸受７０及びリヤ側スラス

ト軸受８０を介してフロント側シリンダブロック２０及びリヤ側シリンダブロッ

ク３０の間に配置されている。具体的には，下に引用する図５に示すように，フ

ロント側シリンダブロック２０のフロント側端面２６と斜板５１の環状凸部５１

ｃとの間に，第１の円環部材７１，コロ７２及び第２の円環部材７３から構成さ
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れるフロント側スラスト軸受７０が介在している。また，リヤ側シリンダブロッ

ク３０のリヤ側端面３６と斜板５１の環状凸部５１ｄとの間に，第１の円環部材

８１，コロ８２及び第２の円環部材８３から構成されるリヤ側スラスト軸受８０

が介在している。 

【図５：スラスト軸受部分の拡大図】 

 

 表２は，フロント側シリンダブロック２０のフロント側端面２６の内径及び外
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径，フロント側スラスト軸受７０の内径及び外径並びに斜板５１の環状凸部５１

ｃの内径を測定した測定結果である。 

 

構成 諸元 寸法 幅 

フロント側端面２６  

 

内径（ｍｍ） Φ19.8 2.35 

(T1) 外径（ｍｍ） Φ24.5 

フロント側スラスト軸受７０ 

 

内径（ｍｍ） Φ19.2 6.90 

(T2) 外径（ｍｍ） Φ33.0 

斜板５１の環状凸部５１ｃ  内径（ｍｍ） Φ27.0   

【表２】 

  

 表２に示すように，フロント側スラスト軸受７０の前面は，内径１９．８ｍｍ

から外径２４．５ｍｍまでの円環状の領域でフロント側シリンダブロック２０の

フロント側端面２６と接している。また，フロント側スラスト軸受７０の後面は，

内径２７．０ｍｍよりも外側の領域で斜板５１の環状凸部５１ｃと接している。 

 このように，フロント側シリンダブロック２０のフロント側端面２６の外径

（２４．５ｍｍ）よりも，斜板５１の環状凸部５１ｃの内径（２７．０ｍｍ）の

方が大きい。 

(4) 運転時における作用 

ア 下に引用する図６は，ロ号物件の運転時における作用を説明する図であり，

（Ａ）は図１と同じ状態，（Ｂ）及び（Ｃ）は（Ａ）を基準として，シャフト

５０が９０°及び１８０°回転した状態を示し，冷媒ガスの主な流れを青色の

矢印で示している。 
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【図６：運転時における作用を説明する図】 

 

イ まず冷媒ガスは，図示しない冷媒供給部を通じて，外部から斜板室９４に供

給される。斜板室９４に供給された冷媒ガスは，両ボス部穴５４等を介してシ

ャフト５０内のシャフト内通路５７に流入する。 
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 図６（Ａ）の状態では，図示されたピストン６０はフロント側弁ユニット１

１近傍に配置されており，ピストン６０の後側の圧縮室３４に連通したリヤ側

通路３３は，シャフト５０のリヤ側開口５３に連通されている。このため，シ

ャフト５０のシャフト内通路５７に供給された冷媒ガスは，リヤ側開口５３と

リヤ側通路３３とを介して，リヤ側シリンダブロック３０における圧縮室３４

に供給される。 

 次に，図６（Ｂ）に示すように，シャフト５０が９０°回転すると，斜板５

１も回転することにより，ピストン６０が後側に移動する。ピストン６０が後

側に移動することにより，ピストン６０の前側の圧縮室２４はシャフト用孔２

１に連通するフロント側通路２３が連通する。シャフト５０が回転することに

より，シャフト５０のフロント側開口５２がフロント側通路２３と重なるよう

に回転し，圧縮室２４に連通したフロント側通路２３とフロント側開口５２と

が連通する。このため，シャフト５０のシャフト内通路５７に供給された冷媒

ガスは，フロント側開口５２とフロント側通路２３とを介して，フロント側シ

リンダブロック２０における圧縮室２４に供給される。 

 一方，リヤ側シリンダブロック３０の圧縮室３４に連通したリヤ側通路３３

については，図６（Ａ）の状態では，シャフト５０のリヤ側開口５３と連通し

ていたが，シャフト５０の回転によりリヤ側開口５３が移動して連通が解除さ

れ，シャフト５０の外周面によってリヤ側通路３３は塞がれている。このため，

圧縮室３４内の冷媒ガスは圧縮される。 

 さらに，図６（Ｃ）に示すように，シャフト５０が１８０°まで回転すると，

ピストン６０がリヤ側弁ユニット４１近傍まで移動する。ピストン６０の移動

によってフロント側シリンダブロック２０の圧縮室２４は，シャフト５０のフ

ロント側開口５２と連通されたまま容積が増大する。一方，リヤ側シリンダブ

ロック３０の圧縮室３４は，シャフト５０の外周面によってリヤ側通路３３が

塞がれたまま容積が減少する。圧縮室２４は，シャフト５０のフロント側開口
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５２と連通されたまま容積が増大するので，シャフト５０のシャフト内通路５

７から圧縮室２４に冷媒ガスが供給される。 

 図６（Ｂ）から図６（Ｃ）の状態に至る過程で，圧縮室３４内で圧縮された

冷媒ガスは，リヤ側弁ユニット４１に設けられた吐出弁４１ａを押し開けて後

側の吐出室４０ａへ吐出される。 

 シャフト５０がさらに回転すると，ピストン６０は前側に移動し，３６０°

回転すると，図６（Ａ）の状態となる。ピストン６０が前側に移動する際には，

後側の圧縮室３４に連通したリヤ側通路３３は，リヤ側開口５３と連通した状

態となり，冷媒ガスが圧縮室３４に供給される。また，前側の圧縮室２４に連

通したフロント側通路２３は，フロント側開口５２との連通が解除され，シャ

フト５０の外周面によって塞がれる。このため，フロント側通路２３が塞がれ

た状態で圧縮室２４内の冷媒ガスを圧縮し，圧縮室２４内の冷媒ガスは吐出弁

１１ａを押し開けて前側の吐出室１０ａへ吐出される。 

ウ 上記運転において，ピストン６０が後側に移動する行程（図６（Ａ）から図

６（Ｃ）に至る行程）は，前側の圧縮室２４においては冷媒ガスが吸入される

吸入行程に該当し，後側の圧縮室３４においては冷媒ガスを圧縮し，吐出室４

０ａへ吐出する吐出行程に該当する。これに対し，上記運転において，ピスト

ン６０が前側に移動する行程（図６（Ｃ）から図６（Ａ）に至る行程）は，後

側の圧縮室３４においては冷媒ガスが吸入される吸入行程に該当し，前側の圧

縮室２４においては冷媒ガスを圧縮し，吐出室１０ａへ吐出する吐出行程に該

当する。 

 シャフト５０のフロント側開口５２及び外周面は，シャフト５０の回転に応

じて，各圧縮室２４に連通したフロント側通路２３とシャフト内通路５７とを

間欠的に連通し，各圧縮室２４への冷媒ガスの吸入量を調整するものであるか

ら，各圧縮室２４に対する回転弁として機能する。また，シャフト５０のリヤ

側開口５３及び外周面は，シャフト５０の回転に応じて，各圧縮室３４に連通
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したリヤ側通路３３とシャフト内通路５７とを間欠的に連通し，各圧縮室３４

への冷媒ガスの吸入量を調整するものであるから，各圧縮室３４に対する回転

弁として機能する。 

 圧縮室３４の吐出行程において，圧縮室３４内の冷媒ガスが圧縮されること

によって，リヤ側弁ユニット４１に設けられた吐出弁４１ａが押し開けられて

冷媒ガスが吐出されるが，ピストン６０には，ピストン６０が移動する方向と

は反対（前）向きの圧縮反力Ｆが作用する（図６（Ｃ））。また，圧縮室２４

の吐出行程において，圧縮室２４内の冷媒ガスが圧縮されることによって，フ

ロント側弁ユニット１１に設けられた吐出弁１１ａが押し開けられて冷媒ガス

が吐出されるが，ピストン６０には，ピストン６０が移動する方向とは反対

（後）向きの圧縮反力Ｆが作用する（図６（Ａ））。このように，吐出行程に

おいて，かかる圧縮反力Ｆは，すべてのシリンダボア２２，３２内のピストン

６０に作用する。 

以 上 


